




招 きしたのだと記憶 している。 当時の私は東京都立大学の社会人類学研究室に進学したば
か りの修士課程の大学院生であ り、一方の高桑先生は、ス リランカのコロンボ大学を拠点
とした御研究 を終 えられて帰国 し、いくつかの大学で非常勤講師をされていた。右 も左 も
わか らぬまま、将来への漠然 とした不安を抱えなが ら人類学の基礎 を学んでいた 自分 とは
対照的に、笑顔 を絶や さず溌刺 と御 自分の研究を語 る先生の姿をまぶ しく眺めていたこと
を昨 日の ことのよ うに思い出す。まさか後 に先生の同僚になるとは、その時には想像もし
得なかった。2007年か ら首都大学東京へ着任 した私 をもっと驚かせたのは、20年近 くの
時を経た遇遁であったに もかかわ らず、高桑先生の印象が当時と全 く変わっていなかった
ことである。歯の浮 くような美辞を並べよ うとい う気は微塵もない。文字通 り、全 く変わ
っていなかったのである。
それか らさらに8年 余 りの月 日が流れた。此の問、私は高桑先生のちょっ とした所作や
研究者 ・教育者 としての態度から様 々なことを学んだ。いつも瓢々とされてお り、発す る
言葉は常にさりげないユーモアや風刺を含んでいる。 自らの苦労話 を好 んで人 と共有する
方ではないが、他人の窮状 にはとことん温かい態度 を示 される。学生指導に向ける時間 と
情熱 でも、先生の右 に出るものはそ うはいない。学生を伴って国内調査や研修旅行に赴い
た回数は、研究室の教員内では群を抜 くだろ う。故にいつ も不在がちである。気が付 くと
鹿児 島県の甑島や伊豆七島の利島、はたまた関西や 中越地方 からメールが送 られてきて、
会議 の欠席 を詫びてい らっしゃる。 この軽やかさは一体 どこか ら来 るのか。
あたか も時が止まったかのよ うな高桑先生の涼 しげな御様子は今 なお健在だが、2015
年3月 を以て、先生はいよいよ御退職 の時を迎え られ ることとなった。この機会をとらえ、
同僚 として知 り得た高桑先生の学問的軌跡について少 し綴ってみたい。
高桑先生 と言 えば 「海」に関す るイメージが強い。御 自分の専門領域を 「海村研究」、「海
事人類学」な どとして括 られていることか らもわかるよ うに、海 は確実 に先生の研究上の
核をなすものである。瀬戸内海を臨む兵庫県西宮市で生まれ育った ことが、そのようなア
イデ ンティティ形成 を促 したであろ うことは想像 に難 くない。ただ し、「静かな内海 よりも、
その外に広がっているはずの荒々 しい外海への憧憬が強かった」と自ら述懐 されているよ
うに、海 は単なる原風景であるとい うよ りは、少女を未だ見ぬ異世界へ と誘 う、想像力の
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受け皿でもあったようである。
先生の学問的道程は必ず しも海か ら始まったわけではなかった。高校卒業後、早稲 田大
学第一文学部へ と進学 された高桑先生が選んだのは東洋史であり、シル クロー ド、 とりわ
け西 トルキスタンへの強い憧れ を持 っていた先生は、いつか同地を訪れ ることを夢見て、
入学後 しば らくの間はロシア語の学習に明け暮れていた とい う。そのよ うな折、ある機会
に渡航 した沖縄が先生を再び海に引き戻す。復帰前の沖縄、そ してふと訪れた鳩間島とい
う八重 山諸島のなかの面積1平 方キロメー トルにも満 たない小 さな島が、その後の研究の
方向性 を決定づ ける。卒業論文 も鳩間島の祖先祭祀について執筆 した。 しかしなが ら、こ
の時の鳩 間島での調査は若干消化不良に終わったよ うである。海、なかでも漁村に対する
憧憬を抱きっっ同島を選んだにもかかわらず、鳩 間島での漁業は当時すでに大きく衰退 し
てお り、必ず しも期待通 りの成果 を得ることはできなかった。
大学院進学に際 しては、沖縄 の親族研究で名高い明治大学の蒲生正男先生の門戸 を叩き、
その後 も南西諸島研究を精力的に続けていかれる。なかでも、当時の沖縄研究者の間で一
躍脚光を浴びていた系譜の見直 し作業、あるいは 「シジタダシ(筋 正 し)」にまつわる批判
的検討は、後発の研究者か らもしば しば引用 され るスタンダー ドとして名高い。一方、漁
村研究への捨てがたい思いはその後も先生のなかで くすぶ り続 け、博士後期課程に進 んで
か らは さらに思いが募 っていった。 そこで先生はいったん視点を外国に移す。い くつかあ
った候補の中か ら最終的に絞 り込んだのがス リランカの漁村であった。周知のように、ス
リランカは東西の文化 をつ ないだ海上の要衝の一つである。 中央アジアか ら沖縄へ、さら
に南アジアのス リランカへとい う関心の推移は一見飛躍のようにみ えるか もしれないが、
先生によれ ば、陸のシルクロー ドへの思いが海のシルクロー ドに移行 したに過ぎず、そ こ
には明確な一貫性があるとい う。なかでも先生の関心をとらえて離 さなかったのが、ス リ
ランカにおける漁村 の特殊な存在様態である。農地を持たず、モ ンスー ンにあわせて移動
をするとい うス リランカの漁村がとて も魅力的な調査対象に思えたよ うだ。
先生がス リランカ研究を志 された1980年代初頭は、内戦の不穏な空気が全土を包み始
















































初の20年 は主 として漁村 の移動パターン、国家の開発政策 とも連動 したジェンダーや宗
教にまつわる社会変化 を同時代的に活写す ることに力 を注がれ、2004年以降の10年 はも
っぱら、大災害後の復興 もしくは生活再建 の過程で、信仰や親族ネ ットワークがいかに漁
村の リジ リエ ンシーを担保 しうるのかを論 じてこられた。御研究の射程は実に広範囲にわ
たるが、一方でその視線 は常に家族や親族 といった"小さな社会"を捉えて離 さない。 高桑
先生が根 っからの社会人類学者であることがわかる。
シジタダシをめぐっての以下の見解は、高桑先生の社会人類学者 としてのスタンスをよ
く表 しているので少 し長めに引いてお く。
シジタダシ とい う行為は、多 くの沖縄研究者達の目をひきつけてお り、事例研究や
考察が進んでい る。 しかしながらその一方で、過疎化、経済的変化にともなう村落社
会の変質が進み、家族の独立性が高まる中で、 これ らの研究は社会集団の研究 として
の成立が不可能 となっている。個 々の個別的な事例を追い、これ らの事例 の蓄積か ら
理論 を抽 出する方法は、当然なが らた とえ一事例 であっても社会の価値を反映 したも
の として考察の対象にな りえるが、村落社会 とい う社会単位での把握 にはほど遠い。
伝統社会の崩壊 とい う現象の中で、今後、人類学はますます個人、個々の家族 とい う
個別的事例を追 うことが増加 してい くだろうが、個別事例 の深化だけでは限界があ り、
一連の動 きをみ ることで、その背後や根底にある文化を理解するとい う利点はあるも
のの、そのような一連の動きを全 く行わない人び ともい るとい う事実も忘れてはな ら
ない。ある社会 を総体 として とらえる方向 とその分析方法を今後 も模索 し続けなけれ




過疎化はそこに住む人々に とってムラつま り地域の危機 であり、転 出者にとっては
ムラの危機は 自分 自身のアイデ ンテ ィティの基盤 がな くなることへの危惧感である。
しか し、それは家族の危機ではない。地縁 と結びつ く意義を失 して も家族はムラを超
越 して存在 し続 ける。(「甑島における家族の可動性一その構造 と変化 一」『変貌す る東
アジアの家族』(佐藤i康行、清水浩昭、木佐木哲朗編)、早稲 田大学出版部、2004年、
194頁)
ス リランカをめ ぐる論考は数多くあるが、やは り代表作を敢えてひとつだけ挙げるとす




















災害が生 じるとそれに対 して適応が行われ るとともに、またそれに関連 して文化の
変化 を引き起 こす力が起動 される。つま り災害は文化変容を引き起 こす大きな要因な
のである。大規模 自然災害は社会 を根底か ら覆すが、生存者は次のステ ップ として、
自らの体験をふまえて新たな人間関係や集 団を築 きあげ、新 しい人生 を開始 しようと
す る。これは復興政策 と相互に関連 しながら様 々な個々人の動 きとなって顕在化する。











るのは実に寂 しい。だが先生にとっては、長いサバティカル を得 られるような ものかもし
れない。未完のライ フワークに割 くことができる時間も増えるだろ う。 目下われわれ にで
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